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全世代・全員活躍型「生涯活躍のまち」取組事例：千葉県 長柄町

◆コンセプト「暮らしているだけで健康になる全世代活躍のまちづくり」

＜特徴＞
○町内企業・長柄町・千葉大学との産官学連携
○地域資源を活かした、「エリア型・タウン型」のCCRC
○多彩なコミュニティの醸成による活力あるまちづくり
○千葉市をはじめとした地域間連携の促進

豊かな自然環境と首都圏からの地理的優位性を強みとし、本町へ
の移住・定住を推進するとともに、地域住民が健康で暮らしやす
いまちづくりに取り組む長柄町版大学連携型CCRCを推進。

「交流・居場所」

【主な取組内容・進捗状況】
○公民館講座(新公民館「ながランホール」開館)
○千葉大学公開講座の開催（R5･1回18名）
○千葉大学エコキャビンを活用したコミュニティ
カフェ（R5･4回150名）

【今後の展開】
○全世代の憩いの場となる
街区公園の整備

・人口：6,288人（R6.4.1時点）

・H29.3長柄町版大学連携型生涯活躍のまち構想策定、

H30.11地域再生計画(生涯活躍のまち形成事業関係)認定

・地方創生加速化交付金を活用し、セカンドキャリア支援プロ
グラム策定、健康寿命延伸プログラム策定、空き家実態調査、
統合型地理情報システム導入、長柄町版大学連携型生涯活躍
のまち構想策定を実施
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R6.4月時点

◆誰もが居場所と役割のあるコミュニティづくり

「活躍・しごと」

【主な取組内容・進捗状況】
○アクティブシニアの町役場での雇用（R5･1名）
○地域創生に係る町職員の育成（R5･10名）
○地域おこし協力隊の受入（延4名）

「健康」

【主な取組内容・進捗状況】
○健康と暮らしの調査（R4･1,489名）
○高齢者外出支援事業（健康ポイントR5･579名）
○介護予防教室・推進員育成
〇介護職員初任者研修事業（資格取得11名）
○スポーツ庁Sport in Life事業（R4受賞1件）

「住まい」

【主な取組内容・進捗状況】)
○長柄町空き家・空き地バンクの推進
（登録物件数延127件、登録利用者数延550件）
○全国版空き家空き地バンクの活用
○空き家バンク登録促進事業補助金（R5･7件）
○住宅新築補助金（R5･3件）

コミュニティへの人の流れ その他特徴的な取組

【今後の展開】
○地域おこし協力隊による
特産品の販売、情報発信

【今後の展開】
○町全体の健康増進と
スポーツ振興

○健康と暮らしの調査の継続
〇介護人材の育成推進

【今後の展開】
○補助制度の拡充・見直し
○文教地区での住宅地整備
○町内の空き家に関する調査
○セルフビルドヴィレッジ化構想

千葉大生と地域住民が
学び合う生涯学習講座

高齢者外出支援・介護
予防教室

○千葉大学と町内3事業者に
よる特産飲料「ながらとガ
ラナ いろはにほへと」の
開発。道の駅、駅売店等で
販売（累計95,000本）

○地方創生人材支援制度を
活用したタウンアドバイ
ザー（千葉大学）の設置

○農業体験(グリーンツーリズム)の実施（R5･254名）
○移住定住コーディネーターによる移住定住相談
（R5･1,096件）

○お試し居住の実施（R5･0件）
○千葉大学インターン生受入（延4回･14名）
○千葉大学留学生出張授業（R5･9名）
○地域間連携事業「稲毛コレクティブインパクト」に
よる交流事業の実施（R5･0件）

R5年5月長柄町新公民館
「ながランホール」開館
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◼民間分譲地

⚫カルチャー教室
⚫ワーケーション

長柄町版大学連携型CCRC「暮らしているだけで健康になる全世代活躍のまちづくり」

⚫担い手育成
⚫地域おこし協力隊 交流・居場所

健康

⚫健康と暮らしの調査
⚫高齢者外出支援
⚫介護予防教室・
推進員育成

⚫Sport in Life事業

住まい

⚫空き家・空き地バンク
⚫移住定住補助
⚫文教地区での住宅地整備

その他

⚫特産品開発

⚫公民館講座
⚫千葉大学生涯学習講座
⚫コミュニティカフェ

⚫移住定住ブース/相談
⚫グリーンツーリズム

⚫千葉大学交流（イン
ターン、留学生、コレク
ティブインパクト）

接続

◼民間
クリニック ◼民間スポーツ施設

◼民間医療機関

◼公民館(ながランホール)

◼空き家、空き地
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